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症例 1.男 31才 42年11月以来, BeO の成






47年2月には 02テントに収容 されるに至 っ




を実施 し,(1) Be接触歴 (2) Beパ ッチテス
ト陽性 (3) X線所見 (4) 硝子様変性を含む
類上皮細胞肉芽腫病変 (5) 肺より0.186ppm




















強 して来たので胸部研に入院 した｡ 6月右開胸
価/上検を実施 し,(1) Be接触作業歴 (2) Ile
パ ッチテス ト陽性 (3) X線所見 (4) 硝子様
変性を含む類上皮細胞肉芽腫病変所見 (5) 柿
に 1.69ppm の I3eが検出された,などの所見
か ら慢性ベ リリウム肺と診断された｡






開胸肺生検を実施 した｡ (1) Beパ ッチテス ト
陽性 (2) X線所見 (3) 硝子様変性を含む類









入院 した｡ 4月右開胸肺生検を実施 したが,確




標本を改めて検討 したところ, Beパ ッチテス
ト陽性所見と併せて肺ベ リリウム症 と診断され
るに至った｡




パ ッチテス ト陽性 (3) 肺生検により類上皮細
胞肉芽腫病変の認められたこと (4)0･21ppm
の Beが肺に証明されたことか ら慢性ベ リリウ
ム肺と証明された｡
症例 7.男 27才 45年 3月よ り4ケ月間 Be
の直接接触作業に従事 していた｡50年 4月のⅩ
線写真にてびまん性の微細な粒状陰影が認めら










1,2,4,5および Ⅹ線 写真上の 異常陰影出現






























ルク リン反応陰性 (2) 1例を除いては血清 γ-
グロブ リン,特にIgG,次いで IgA の高値所
見が認められたこと (3) 一部の症例では末桁
血 リンパ球とくにTリンパ球, PHA あるいは

















にわたって発生 した17症例を報哲 した Hardy,
Tabershawの報告 (1946)が第 1報であるO こ
の報告において特に興味をひいたことは,患者













































3)最 孝英,小原中信,乾 修然,徳永力肌 武 門
孝治,渋谷 圭雅, 中川雅夫, ｢回床 忍 :慢件ベリ
リウム肺, ｢】胸疾会誌,12:26,1974.
51年 7月号掲載予定
